
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ．研究科・専攻の概要・目的 

  

 現在、最も求められている科学技術のあり方は、自然や人間社会と調和し、かつ継続的発展をもた

らすための、独創的・先駆的な研究と新技術であると考える。 

 建学の理念「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」（豊田佐吉翁遺訓）に基づき、豊かな

人間性ならびに広い学識と総合的な視野を備え、未知の課題に果敢に挑戦して先進的な研究を行い、

かつ新技術の開拓能力を有する創造的で実践的な開発型の技術者・研究を育成することを目標として

いる。 

 

Ⅱ．教育プログラムの目的・特色 

 

 本学は、これまで基幹科目、専門科目等の履修を通した専門的知識の修得、修士及び博士論文研究

を基幹とした高度な研究能力の養成、さらには理工英語を積極的に取り入れたカリキュラムを実践し

てきている。本取組は、さらにプラクテス・ベースド・アクティブ・ラーニング(PBAL)科目を導入し、

積極的能力を育み、「国際社会の産業リーダー」になりうる素養の育成を目指すものである。 
 本取組は、①フィールド調査②TA 実習③学外実習④オンライン授業の実施から構成されるもので

ある。最終年度は、正規科目とした「フィールド調査」「TA 実習」「学外実習」等の実績と評価を踏

まえ、改訂を加え実行する。この結果をさらに検証し、採択期間終了後に向けた制度を構築する。ま

た、中間報告会、最終報告会を行い、外部からのフィールドバックを基に、それぞれの科目について

より発展した形のシステムとして再構築する。 
 
Ⅲ．教育プログラムの実施計画の概要 

 
 「フィールド調査」「TA 実習」「学外実習」「オンライン授業」の実施を行うと共に、成果、課題を

検証する。さらには、大学院全体の教育カリキュラムとして総合的検討を行い、その確立を目指す。 
 「フィールド調査」は、研究を遂行する上で積極的に自分の研究の位置づけを認識するために新規

開設する。「学外実習」は、学内外進学者、社会人学生、留学生など多様な学生に対応して、個々の学

生に“実習・個別履修プログラム”をつくり、それに基づいて企業あるいは研究機関において実習を

行う。「TA 実習」は、M1 学生、D１学生は学部授業の工学演習、工学実験を主な担当科目とする。「オ

ンライン授業」は、すでに本学では、TTI-C 教員によるオンライン授業が実施されているが、ダブル

ディグリー協定を結んでいるアリゾナ大学及び中興大学の教員による大学院科目を配置し、科学・技

術英語教育の充実を図る。 
 本プログラムは、PBAL プログラムを全学的に導入し、本学の優れた先端的研究環境や活発な国際

連携網を十分活用し、“国際的にリーダーとして活躍し、新しい産業を創生する人材育成”を目指す大

学院教育チャレンジプログラムである。 
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 履修プロセスの概念図（履修指導及び研究指導のプロセスについて全体像と特徴がわかるように図示してください。） 

 

 

 

 

 

                                          

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

                                                                

＜採択時公表＞

教育指導 

修士入学（4 月、10 月） 

 ・基幹科目(必修)  

 ・専門科目      

 ・科学技術英語(必修)  

 ・M-フィールド調査 (必修)  

 ・M-学外実習    （必修） 

 ・M-ＴＡプログラム (必修) 

 ・オンライン・授業（選択） 

 ・ＴＯＥＩＣ 500 点以上 

（H22 年度より 550 点以上を予定) 

 ・修士特別研究(必修) 

 

博士後期課程入学（4 月、10 月） 

 ・個別履修プログラム 

 ・D-フィールド調査 (必修) 

 ・D-学外実習    (必修 

 ・D-ＴＡプログラム （必修） 

 ・TOEIC645/TOEFL550 点以上 

 （H22 年度より TOEIC700 点以上を予定) 

 ・特別研究（必修） 

 

「教員―科学技術英語研修」プログラム  

 
 

Ｍ１ 

 

 

Ｍ２ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ１ 

 

 

Ｄ２ 

 

 

Ｄ３ 

 

 

 

 

 

研究指導 

・分野の異なる複数教員による計画的な

研究指導立案(4 月、10 月) 

・修士研究テーマ発表会（11 月、5 月） 

・修士論文（英語）（1 月、7 月） 

・最終試験（2 月、8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

・分野の異なる複数教員による計画的な

研究指導立案(4 月、10 月) 

・課題発表（研究テーマ）（10 月、4 月） 

・中間発表会 （9 月、3 月） 

・論文予告発表会 （9 月、3 月） 

・博士論文草稿提出（9 月、3 月） 

・予備審査会（論文審査開始 10 月、4 月）

・予備判定発表会（1 月、7 月） 

・博士論文提出（2 月、8 月） 

・公聴会（最終審査会）（2 月、8 月） 

本
申
請
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

修士修了認定（3 月、9 月） 

博士修了認定（3 月、9 月）

－新しい産業を開拓し、国際的に活躍できるリーダーの育成－ 

M,D-フィールド調査 
趣 旨 ：修 士 ・博 士 研 究 の

先 行 調 査 及 び研 究 の動

機づけ、基盤作りを図る 

－ 研 究 会 、 学 会 等 に 出

席 、 研 究 機 関 へ 出 向

き、研究者と議論 

－フィールド調査レポート

提出 

－M1,D1（各前期）に実施 

M,D-学外実習 
趣旨：産業界の技術ニー

ズを学び、リーダーのロー

ル・モデルを身近に体験

し、課題発見、問題解決

能力等を育成する 

－それぞれの学生に適し

た実習・個別履修プログ

ラム 

－（ 国 内 外 ） 企 業 、研 究

機関で実習（Ｍ1～2：2 ヶ

月間Ｄ1～3：3 ヶ月間）

注： M、D はそれぞれ修

士、博士後期課程に対応 

プラクティス・ベ－スト・アクティブ・ラーニング（PBＡL）を積極的に導入したチャンレンジ・教育 

M,D-TA プログラム 
趣旨：指導力、積極性、コミュニ

ケーション能力等の養成を図る

－全大学院学生参加型 

－全 M1 学生:学部実験・演習

の授業補佐 

－全 D1～2 学生:学部/修士科

目及び“工学セミナー”(新設

予定) 

－M1(前期、後期)、Ｄ1(前期、

後期) 

＊「魅力ある大学院
教育イニシアティブ」
にて整備したオンラ
イ ン 教 育 設 備 の 積
極的活用・展開 

・基礎工学科目 
・専門工学科目 
・科学技術英語 
・TOEIC ・海外研修
・修士論文(英語) 

修
士
課
程 

博
士
課
程 

優れた研究環境（７つのハイテク・リサーチ・センター整備）、活発な国際交流活動（１４海外大学連携協定）、大学院

連携・豊田中央研究所、ＴＴＩ－シカゴ（ＴＴＩ-C）  （＊＊：すぐれた博士学生に対する特別研究支援制度（新設予定） 

M-オンライン授業* 
趣旨：海外大学の教員によるオ

ンライン授業による工学専門知

識及び理工英語能力の向上を

図る  

－Ｍ１，２を対象、ＴＴＩ-Ｃ、アリ

ゾナ大学、国立中興大学の

授業履修（4 科目新設予定）

－ダブルディグリー・プログラム

と整合性のあるカリキュラム 

－海外大学と研究の情報収集

スーパードクター・プ

ログラム＊＊ 

・個 別 履 修 プログラム（基
礎・専門工学科目,科学技
術英語） 

・TOEIC/TOＥFL 
・博士論文（英語） 
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Ⅳ．教育プログラムの実施結果 

１．教育プログラムの実施による大学院教育の改善・充実について 

  (1) 教育プログラムの実施計画が着実に実施され、大学院教育の改善・充実に貢献したか 

 

 学外実習、フィールド調査、TA実習のそれぞれは、平成22年度大学院カリキュラムの正規科目とし

て実施された。 
 学外実習（選択）：不況の影響で、どの程度の人数の学生が企業に実習参加できるか、大きな懸念で

あったが、結果的には修士1年生の約半数が国内外の大学、企業および研究機関等へ参加することが

できた点は、大きな成果であったといえる。修士研究テーマと関連した実習を体験するという特徴を

持つ本取組は、実学教育の基幹である為、今後も実施に向けて鋭意努力する。当初本科目は「必須」

として位置づけていたが、派遣先のマッチングの問題や質の確保の問題から、全学で討議を重ねた結

果当面「選択」に位置づけることとした。 

    

     写真１ 学外実習（イギリス）           写真２ 学外実習（アメリカ） 

TA 実習（必須）：前期、後期と順調に実施することができた。ど

の科目（授業）を担当するかは、学生本人の希望を優先して決定

した。殆どの科目で受講学生からの評価も高く、大きな問題点も

発生せず終えることができたことは、全学的な積極的取り組みに

よるものと考える。          写真３ TA 実習の様子 

                                 

フィールド調査（必須）：学生参加、研究発表あるいは研究機関を

訪問し、先行研究についての調査等が順調に行われた。中間発表、

修士論文発表の内容からも、殆どの学生にとって大きな糧になっ

たことは確かである。 
                  写真４ フィールド調査 

 
オンライン授業：平成21年度に開講のアリゾナ大学工学部・光科学部による工学分野の授業に加え、

平成22年度からは台湾国立中興大学とのオンラインも開始した。双方4コマずつの講義であり、双方

の学生にとって大きな刺激となったことは確かである。 
2 大学から修士号を授与できるいわゆる「ダブルディグリー・プログラム」は、平成 21 年度は 2

名、平成 22 年度は 1 名の学生を受け入れ、無事に終了することができた（平成 23 年度は 5 名を予定）。 

      
       写真５ オンライン授業風景①      写真６ オンライン授業風景② 
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２．教育プログラムの成果について 

 (1) 教育プログラムの実施により期待された成果が得られたか 

本学では本プログラムの採択直後（平成 20 年）から、学外実習、TA 実習、フィールド実習

の試行を行い、平成 21 年度からの本格的なプログラム展開を行うべく、教務委員会及び本プロ

グラム取組委員会を中心にカリキュラム変更を議論し、PBAL 科目の実施要領の検討と作成を行

い、平成 21 年度から正規カリキュラムに組み込んできた。また、オンライン授業については、

「魅力ある大学院教育 GP」で購入したオンライン設備の整備を開始した。このように平成 21

年度からは本プログラムを本格実施する体制が整った。 

 学外実習においては、これまで学部では充分な実績があったが、本プロジェクトにて本学開

設以来初めて本学大学院学生を国内外の研究機関、企業に派遣し、平成 20 年度（国内 1 件）、

平成 21 年度（国外 9 件、国内 17 件）、平成 22 年度（国外 7 件、国内 14 件）の実績をあげた。

この結果、データの「４．他機関における教育の状況」において、平成 21 年度から飛躍的に大

きな数値となっている。また、学生の自己評価からも、「問題解決能力が身についた」と答えた

学生が全員、「コニュニケーション能力の向上」を実感した学生が 86％であった。また、8 割の

派遣先からも同様の評価をいただき、本学の指導教員もその 86％が効果的であったことがわか

った。 

 TA 実習では、正規カリキュラムとして、修士学生、博士学生共に「必修科目」に位置付けた

ため、「２．大学院学生への経済的支援」にあるように、従来の 2～3 倍の延べ人数となってい

る。学生アンケートによると、「意欲的学習を誘導するような指導力を身につけた」学生は 57％

ではあったが、「当該科目の理解と指導能力を身につけた」学生が 91％、「コニュニケーション

能力を身につけた」学生は 74％と期待された成果が得られていると考えられる。今後は二次的

な効果、すなわち指導を受けた学生のレベルアップにどこまで寄与したか等の評価が必要とな

る。また教員の評価も高く、約 9 割の教員が効果があったと答えている。 

 フィールド調査は自ら研究会などに出席し、ディスカッションや情報を収集する活動である。

本科目は、必修科目に位置づけたため、学生個々の研究テーマに即した調査研究が可能となり、

この成果は、「３．大学院学生の学会発表、論文発表数」に如実に表れている。平成 20 年度を

1 として考えると、最終年度である平成 22 年度は、学会発表数が約 3 倍、論文発表数が 3 倍と

その増加が著しい。教員の 8 割弱は極めて効果的ととらえている。 

 最後にオンライン授業であるが、平成 21 年度から海外連携校であるアリゾナ大学との特別講

義を皮切りとして、平成 22 年度には、アリゾナ大学とのオンライン講義は、少し形態を変えて

科学技術英語とコンバインすることにより修士学生の必修授業に位置付け、また新たに台湾中

興大学との特別講義を実施した。これらの実施により、グローバル感覚が養われたものと考え

られる。またこのオンライン講義は、ダブルディグリープログラムとの関連も深く、本実施に

より、ダブルディグリー協定学生が定期的に確保できるようになった。 

 以上のように本プログラムが目標とし、同時に本学の将来構想の人材養成目標である、「国際

的なリーダーとして活躍する技術者の育成」において、根幹となる教育体制が十分に完備でき

たものと考えられる。 

 

 

３．今後の教育プログラムの改善・充実のための方策と具体的な計画 

(1) 実施状況・成果を踏まえた今後の課題が把握され、改善・充実のための方策や支援期間

終了後の具体的な計画が示されているか 

 

平成 21 年度、研究談話会（8 月）、中間報告シンポジウム（12 月）において、下表の問題点

を議論した。 
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図１ 平成 21 年 12 月 2 日成果中間報告シンポジウム発表原稿より抜粋 

 

その後さらなる議論を行い（12 月）、共通の認識となっており、すぐに変更が加えられるも

のは改訂した。例えば、フィールド調査では、旅費の上限を設定し、時期も修士 1 年の中間発

表会まで延ばすこととした。学外実習（海外）では、質の保証の観点から、選考を行うことと

した。TA については実験・実習科目を増やすことにした。オンラインでは教室の改善を試みた。 

平成 22 年度には、最終報告会に先立ち教員へのアンケートを行うことで、今後の方向性を議

論してきた。その結果、専任教員会議や自己点検評価委員会の議論を経て、以下の表に示す方

針で本プログラムを継続・発展させることとなった（資料は専任教員会議配布資料）。 
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表１ 大学院 GP の平成 23 年度以降のあり方（H23.02.07） 
 
項目 現状(平成 21-平成 22) 平成 23 年度 

学
外
実
習
（
修
士
） 

H21: 海外 9 人、国内 17 人（参加人数 22 名）希望者

全員 

 

 

H22: 海外 7 人、国内 13 人（参加人数 20 名）、国外は

セレクション実施 

 

選択（2 ヶ月）、1 単位 

単位認定は 6 週間以上 

大学補助分：海外 7 人、国内 15 名程度（定員の 6 割

程度） 

海外、国内共に選考（書類、面接） 

企業 or 大学：修士研究と関連した内容とする 

期間（原則）：海外は 2 ヶ月。国内は１ヶ月。 

時期：1 年次夏期休暇 

科目：修士海外学外実習 I,II、修士国内学外実習 I 

単位：4 週間で１単位，8 週間で 2 単位 

 

*研究室で必要なら、自己資金での派遣も可 

担当部署：学外実習委員会（学生部） 

学
外
実
習
（
博
士
）

H22 年度 国内 1 名 

必修（3 ヶ月） 

1 単位 

 

H23 年度：二人予定 

必修（3 ヶ月）（博士課程委員会決定済） 

 

 

担当部署：博士課程委員会 

Ｔ
Ａ
実
習 

前後期必修 

単位：1 単位＊２ 

前後期必修、単位：1 単位＊２ 

実施方法を多少変更 

担当部署：教務委員会 

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査 

期間は半年(H21)・中間発表まで (H22 年度) 

1 単位 

必修（修士・博士） 

 

中間発表までとする 

単位数１、必修 

3 万円／人を上限とし、超過の場合は、理由書 

*超過分は研究室で負担する 

博士なし（実習にマージ、博士課程委員会決定済） 

担当部署：教務委員会 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義 

TTIC（機械学習入門） 

中興大学（H22 から開始） 

アリゾナ（H21 情報系科目、H22 理工英語とマージ）

 

継続 

継続 

継続予定（交渉中） 

 

担当部署：教務委員会 

*予算委員会での審議を依頼中 
尚、本学学外実習については、H23 年度に学部・修士・博士課程での体系化を行っていく 

 

 

４．社会への情報提供 

(1) 教育プログラムの内容、経過、成果等が大学のホームページ・刊行物・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽなどを通

じて多様な方法により積極的に公表されたか 

 

  本プログラムの内、「学外実習」「TA 実習」「フィールド調査」「オンライン授業」に関して

は、実施後すぐにホームページに画像を交えデータをアップし、成果報告を行った。（実績内

容に関しては、以下一覧の通り）表２。 
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表２ 教育プログラム実績（H20 年度～H22 年度） 

 

※ 上記一覧に関しては、本学 HP にて掲載中。   

また、同内容を成果報告書にて掲載・関係各所配布済み。 

  

 

項目 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

学
外
実
習 

参加学生：修士 1 年 1 名 

実習先：研究機構 

実習期間：4 週間 

  

 

 

参加学生：修士 1 年 22 名 

実習先：海外 9 名（アメリカ・フランス・

イギリス・台湾） 

    国内 18 名（全国の企業・研究

機構・大学等） 

実習期間：約 8 週間 

 
 

参加学生：修士 1 年 20 名、博士 1 名 

実習先：海外 7 名（アメリカ・イギリス・

ドイツ・オーストリ

ア・韓国） 

    国内 14 名 

実習期間：修士約 8 週間、博士約 12 週間）

 
 

Ｔ
Ａ
実
習 

参加学生：修士 1 年 10 件 

修士 2 年 5 件 

参加学生：修士 1 年 42 名、博士 1 名、

ダブルディグリー留学生 2 名 

【前期】外国語 2 名、工学基礎 18 名、

    専門科目 25 名 

【後期】外国語 1 名、工学基礎 18 名、

    専門科目 26 名 

参加学生：修士 1 年 40 名、修士 2 年 18

名、ダブルディグリー留学生 1 名、博士 5

名 

【前期】外国語 2 名、工学基礎 24 名、 

    専門科目 52 名 

【後期】外国語 2 名、工学基礎 23 名、 

    専門科目 46 名 

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査 

修士 1 年 10 件 修士 1 年 62 件 

 

 

修士 1 年 36 名 45 件、修士 2 年 1 件 

ダブルディグリー1 件、博士 4 名 4 件 

  
 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

【前期】TTIC（機械学習入門） 【前期】TTIC（機械学習入門） 

【後期】アリゾナ大学「特別講義」 

（工学・情報系科目） 

【前期】 TTIC（機械学習入門） 

「特別講義 2010-2」（選択） 

中興大学とのオンライン共同科目 

  

【後期】「科学技術英語 2」修士 必修 

 アリゾナ大学とのオンライン授業 
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表３ 合同フォーラム・シンポジウム一覧（H20 年度～H22 年度） 

 

                   ※ 上記一覧に関しては、本学 HP にて掲載中。   

また、同内容を成果報告書にて掲載・関係各所配布済み。 

項目 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム 

2009年１月 12日～13日パシフィコ横

浜にて、合同フォーラム参加 

  

（画像：本学 HP より） 

参加者：本学教職員 10 名 

2010 年 1月 7日～8日東京ビッグサイト

会議棟にて、合同フォーラム参加 

  

（画像：本学 HP より）

参加者：本学教職員 4 名 

2011 年 1月 24 日～25日秋葉原コンベン

ションホール他周辺会場にて、合同フォ

ーラム参加 

  
（画像：本学 HP より）

参加者：本学教職員 7 名   

中
間
報
告
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

【日時】2009 年 12 月 2 日（水）13：30～18：00 

豊田工業大学大講義室において、シンポジウムを開催。 

   

（中間成果報告の様子）          （招待講演者による事例発表） 

    ～本学 HP より～ 

                      （招待講演者による事例発表）          

最
終
報
告
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

【日時】2011 年 3 月 9 日（水） 13：00～17：00 

名古屋国際会議場・国際会議室において、最終報告シンポジウムを開催。 

    

   （最終成果報告）    （特別講演の様子）        （招待講演者による発表） 

    

  （招待講演者による発表）    （パネルディスカッションの様子）     （特別講演の様子） 

～本学 HP より～
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 平成 20 年度から毎年行われている合同フォーラム（平成 20 年度１月 12 日～13 日パシフィコ

横浜、参加者：教職員 10 名、平成 21 年度 1 月 7 日～8 日東京ビッグサイト会議棟、参加者：教

職員 4 名、平成 22 年度 1 月 24 日～25 日秋葉原コンベンションホール他周辺会場、参加者：教職

員 7 名）や中間報告シンポジウム（平成 21 年度 12 月 2 日（水）13：30～18：00、豊田工業大学

大講義室内）、最終報告シンポジウム（平成 22 年度 3 月 9 日（水）13：00～17：00、名古屋国際

会議場内）に関しても、同様にホームページに公開している。また、シンポジウム開催時には、

案内パンフレット（中間報告シンポジウム：2000 枚、最終報告シンポジウム：2500 枚）を作成

し、文部科学省を始め名古屋市長、教育委員会、研究関係機関等へ配布および参加の慫慂を働き

かけた。シンポジウム終了後には、要旨集にて報告をまとめ（中間報告シンポジウム要旨集：400

部、最終報告要旨集：200 部）、そして活動報告書に関しては、成果報告書（中間成果報告書：400

部、最終成果報告書：300 部）を作成、前項同様関係各所へ配布するとともに報告を行った。 

  ※実績は、上記一覧表参考（HP 及び成果報告書より抜粋）表３。 

 

 

 

 

５．大学院教育へ果たした役割及び波及効果と大学による自主的・恒常的な展開 

(1) 当該大学や今後の我が国の大学院教育へ果たした役割及び期待された波及効果が得られ

たか 

 

本プログラムは、学長のリーダーシップの下、教授会及び大学院教授会の傘下である本プログ

ラム取り組み委員会、教務委員会、博士課程委員会が中心となって遂行したが、本学の大学院カ

リキュラムに大きな改革を及ぼしたことは間違いない。すなわち、プラクティス・ベースド・ア

クティブ・ラーニング（PBAL）は、学外実習を特長とする学部カリキュラムでは従来積極的に取

り入れられていたが、大学院についてはまだ実現されていなかった。本プログラムの導入により、

本学の学部－大学院教育の一貫教育の大きな柱が築かれたといっても過言ではあるまい。本学は

開学以来、「豊かな人間性と創造的な知性を備えた、実践的な開発型技術者・研究者の育成」を目

指してきており、本プログラムの各要素はこの理念とマッチするものであり、全学を挙げて積極

的に取り組むことができた。 

さらに本プログラムでは、海外学外実習や海外協定校とのオンライン講義の推進をとおしてグ

ローバルな素養を身につけさせることも目指したが、これは、本学の将来構想のビジョン「国際

産業リーダー育成のための」大学に向けた取り組みも整合性の高いものと言える。また、本プロ

グラムにより、海外協定校との関係が深くなり、協定研修生やダブルディグリー学生が増加して

おり、本学の海外における存在感を高めることができた。 

なお、本学では、その人材育成目標は、以下の通りに設定している。 

 

********************************************************************************** 

修士：基礎および専門性を重視した分野横断型の教育と体験的教育を行うことにより、科学技

術の多様な進展に対応できる研究開発能力を備え、国際的に通用する技術者・研究者を育成する。 

博士：高度な専門性を重視した教育と体験的教育を行うことにより、先端的専門分野に留まら

ず、新しい境界領域を切り拓くリーダーとして、国際的に十分に活躍できる技術者・研究者を育

成する。 

********************************************************************************** 

 

従って、本プログラム（PBAL）は、本学の人材育成の目標達成に大きく寄与するものと言って
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もよい。 

PBAL の重要性は、日本の大学院教育でも認識されはじめている。「２．教育プログラムの成果

について」の欄で具体的に記したように、本プログラムの教育効果は極めて高いため、その波及

効果は非常に大であると信じる。 

 

 

(2) 当該教育プログラムの支援期間終了後の、大学による自主的・恒常的な展開のための措置が

示されているか 

 

「３．今後の教育プログラムの改善・充実のための方策と具体的な計画」で述べたように、本

プログラムの柱と言うべき学外実習、フィールド調査、TA 実習、オンライン講義については、大

学内に予算を計上し、これまでの実績を基盤として、改良を加えながら継続することとした。そ

の維持には、これまでの大学院 GP 取り組み委員会は解散し、学外実習は、学外実習委員会（これ

までは学部のみを担当）が対応し、その他の事項は、教務委員会と博士課程委員会が対応するこ

とになった。また、恒常的な展開に向けて PDCA サイクルも構築しており、このチェック機能によ

り、さらなる改良を加える（図２参照）。 

また、学外実習については、将来構想に沿って、学部－修士一貫、修士－博士一貫体制の強化

の一環として、より魅力的で整合性のあるプログラムとする必要がある。2011 年度前期中にこれ

らの体制強化を開始の予定である。 

 

図２ PBAL プログラムにおける PDCA サイクル（2011） 

 

大学院教育の実質化に向けた組織的取組における PDCA 

Check 
Ⅰ.学内点検 
自己点検評価委・教育談話会等

Ⅱ.学外点検 
成果報告会・学外実習連絡会等

 

 
Do 

 
Plan 

 
Action 

教務委員会 

博士課程委員会 

学外実習委員会 

専任教員会議 
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組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会における評価 

 

【総合評価】 

□Ａ  目的は十分に達成された 

■Ｂ  目的はほぼ達成された 

□Ｃ  目的はある程度達成された 

□Ｄ  目的はあまり達成されていない 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

PBAL（プラクテス・ベースド・アクティブ・ラーニング）の積極的導入という目標に沿っ

て４つの柱を立て、具体的な施策を確実に実行し、学外実習、フィールド調査等、他大学の

参考にもなる好例を示している。また、教員が積極的かつひたむきに取組んだことにより、

様々な点で、教員の意識改革に結びついている。情報提供については、ホームページ、刊行

物等により、積極的に公表されている。経費の使用については、概ね適切に使用されている。

今後は、学外実習の効果の検証等に基いて、取組をより一般化した形で情報発信することに

より、学外への波及効果が高められることを期待したい。 

（優れた点） 

 PBAL 科目として 4 つの柱を立てたことは優れた点である。また、実行における積極性とひ

たむきさ、様々な点で教員の意識の向上が見られた点も優れた取組と評価できる。 

 

 

（改善を要する点） 

具体的に実施した計画の効果の検証に基づいて目標の達成度を具体的に評価することによ

り、把握された課題に対する今後の改善計画をより一層具体化することが望まれる。 
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